























































Development of JSL Courses through the Cooperation between the Subject 
Teachers and Japanese Language supporters






























































































































時 教室の学習内容 形態 時 教室の学習内容 形態
1・2 レポート作成 【補助】 10 自習（教科担任不在） 【取出】7～9
3 列強の侵略と条約改正 【一斉】 11 第一次世界大戦 【一斉】
4 日清戦争 【一斉】 12 ロシア革命 【取出】11
5 日清戦争 【補助】 13 国際協調の高まり 【取出】12・13
6 日露戦争 【補助】 14 大正デモクラシー 【一斉】
7 韓国と中国 【取出】4～6 15 広がる社会運動 【一斉】
8 産業革命の進展 【一斉】 16 都市化と大衆文化 【取出】14



























































































































【 列 強 の 位
置関係と植
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くの気付きがあった。本章では、それぞれの
立場にとって本実践が有する意義と、今後に
向けた課題等について言及する。
5.1　教科担任・サポーターの立場から
　本実践では、連絡ノートの活用により、生
徒の学びを共有し得たと同時に、打ち合わせ
時間が取りにくい教科担任にとって、ノート
を通しての指示は、時間短縮にもつながった。
　一方で課題として、教科に対する知識の少
ないサポーターと指導法や学習課題を共有化
することに対する教科担任の労力が挙げられ
る。この点については、日本語に課題を抱え
る生徒にも分かりやすい学習課題や到達目標
の設定は、他の生徒に対しても有益だと認識
し、余剰で煩瑣な作業ではなく、自らの授業
作りを見直す契機と捉えることが重要である。
　さらに、教室授業の特長をどう活かすかと
いう課題もある。従来のJSL支援は【取出】
に依拠しがちだが、「他者の意見を聞く」「話
し合う」等、教室ならではである活動も多い。
そのため、必ずしもサポーターの勤務時間全
時を【取出】とせずに、生徒間の意見交換が
予想される際は【補助】、時間をかけて思考
させたい時には【取出】等、臨機応変な対応
が有効となる。
　次にサポーターの側から見ると、教科担任
からの板書案や基本発問形式の提示により円
滑に授業が展開できたことはもちろん、連携
の明示が生徒からの信頼獲得に結び付き、指
導が格段に容易になった。【取出】が単なる「別
室個別指導」ではなく、教室での授業を補完
し、生徒の学習機会を保障するためには、教
科担任との連携が必須であることを改めて強
く感じた。「連係不足」という従来の問題点
を解決するためには、日本語支援者側の進取
　まず授業１では、日本語基礎力の向上を意
図した指導を行った（※ａ、ｂ）。教室での
生徒Ａは、教科担任の説明を聞くことに精一
杯で漢字を用いる余裕はない。だが、【取出】
で特に漢字の使用や読みを意識付けることに
より、音読でも積極的に声を出し、ノートを
清書する際には、尋ねながら自主的に漢字使
用を試みるなど、意欲が感じられた。また、
第一印象で思ったことを表現するに留まって
いた段階（※ｃ、ｄ）が、サポーターの資料
提示と発問により、当時の時代背景に触れ自
らの立場をそこに関連づけて考えるように
なっている（※ｅ）。加えて、最終的に改め
て自分の意見を表現し直すという姿が見られ
た（※ｆ）。
　授業２では、思考の根拠となる知識を確認
するものの、鍵となる用語理解の不十分さに
より表現に誤りが見られる箇所もあり（※
ｈ）、サポーターによる複数のアプローチを
通して、改めて用語の定着を図った結果、本
時に学習した内容を統合し、自分なりのこと
ばでまとめ直したり（※ｉ）、色分け作業等
の活動により地図資料に親しんだことで、地
理的な視点も考慮に入れた歴史認識を図ろう
とする場面が見られた（※ｋ、ｌ）。
　以上２つの授業事例により、教科担任から
指示を受ける形でサポーターが実施した【取
出】が、生徒Ａの、日本語で思考・表現する
力の育成に寄与していることが見える。
５．本連携実践の意義と今後の課題
　以上のように、「教科担任」「支援者」「生徒」
という立場の異なる三者が常に寄り添う形で
授業を展開した結果、単純な個別指導からは
得られにくい生徒の変容を引き出せただけで
はなく、教科担任とサポーターにとっても多
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６．おわりに
　本実践では、様々な立場でJSL支援に関わ
る者同士の協同・連携により、対象生徒の学
びが深まる過程を追った。連絡ノートや基本
となる発問の形式化といった事前準備が生徒
の学習成果につながるだけではなく、教科担
任、日本語支援者双方にとっても貴重な学び
の機会となる。今後ますます増えるであろう
日本語に課題を抱える児童・生徒の指導のた
め、また教師・支援者側のさらなる学びのた
め、本実践が貢献できることを願っている。
注
１）文部科学省が2001～03年に開発した「日本語指
導と教科指導を結びつけることで、子どもたちが
日本語で学習に参加するための力を育成する」こ
とを目的としたカリキュラム。なお本稿では、同
カリキュラムに基づいた社会科の授業展開を
「JSL社会科」と呼ぶ。
２）筆者佐藤は日本語学を専門としており、大学の
留学生等、成人を対象とした５年間の日本語教育
歴を持つが、日本語支援者として児童・生徒の
JSL指導を行うのは今回が初めてである。
３）教科担任である筆者久保田は、教職３年目（当
時）で、対象生徒Ａの社会科を入学時より担当し
ている。久保田にとってもJSL生徒の担当は今回
の対象生徒が初めてである。なお、佐藤と久保田
の支援方法についての話し合いは、支援開始時に
数時間をとって全体の進め方を確認した他は、学
期中週１～２時間程度の久保田の空き時間を利用
して行った。
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